
量子トンネリング

マルチフェロイック

希薄磁性半導体

薬剤輸送（DDS)温熱療法

（ハイパーサーミア）

イメージング

ナノメートルオーダー(10-9m)の
磁性体を生成

一柳研究室

１．ナノテクノロジーへ向けたナノサイエンス
２．物理学を基盤とした医学との融合

学術的な

興味深さ医療への応用

（ナノメディスン）

ナノ構造の

物性評価

新しい物性

の発見

ナノテク用

磁性材料

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
一柳研究室です。
ぼくたちの研究室でやっていることは一言で言うと、ナノテクノロジーへ向けたナノサイエンス、それから物理工学を基盤とした医学との融合です。うちの研究室ではナノサイズの磁性体を自分たちの手で作ってその物性について調べていきます。サンプルを作るのは大事なことで、そのサンプルを世界中の人がほしがります。今もスペインのアマンダに送ってあげて、彼女はとてもエキサイトしているそうです。
物理としては量子サイズ効果や磁気量子トンネリングなど、学術的に面白いですし、応用ではマルチフェロイックや希薄磁性半導体、特に医療への応用、ナノメディスンに向けては世界的に注目されています。
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